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＜病棟連絡事項＞
・特になし。
＜患者様連絡事項＞
・沼端　恵子様～気分の高揚や興奮、易怒性が持続しています。頓服を頻回に使用して対応している事を主治医に報告し、バルプロ酸Na徐放剤B錠（200）2T×朝夕食後　本日より5日分処方となっています。引き続き精神症状に注意して観察していきましょう。
・榊　典章様～2月16日10時30分から2月17日17時まで外泊に行かれています。帰院後にインフルエンザの予防接種を行う予定です。

・小田　沙也加様～母様より今月中の退院の希望があった事を、主治医に報告しています。主治医より退院の許可は出ていますが、祖母の体調の確認と退院前に外出泊訓練を行うかどうか家族へ確認するように指示がありました。週明けに母様に連絡し確認していく予定です。
・寺井　恵利子様～不安・不穏時のロラゼパムは1日1回の指示です。1日の切り替えは0時とするので0時過ぎてから一度使用したら、日付が変わるまで使用は出来ません。不安・不穏時の継続指示を実施の際は記録を確認し過剰投与がないよう注意しましょう。
・伊藤　雄一様～夜間帯で喫煙所に行かれた際に階段を踏み外し、左下肢を痛めたとのことでしたが、日中疼痛の訴えは聞かれていません。歩行も安定しています。引き続き経過観察をしていきましょう。

・藤井　孝蔵様～LTセットの衣類を選択に出す際の消毒は不要です。感染衣類の赤い袋に直接病衣を入れるようにしてください。シーツ等当院でクリーニングするリネンは消毒してから出すようにして下さい。

・山下　幸子様～2月18日にやまばと寮のスタッフが差し入れを持ってくる予定です。そ

　　　　　　　　の際にご本人に記入して頂きたい書類を持参するそうなので、スタッ
フが来院した際には御本人を1階正面玄関に誘導して下さい。

＜要注目患者様ケース検討＞
・和田　昌様～発熱なく経過しています。倦怠感が持続しており、昼食は自室で摂取されていますが全量摂取出来ています。体調見ながら、食堂へ誘導していきましょう。
・市川　真紀子様～昨夜シンラック液を内服し、本日排便ありました。自室のトイレが詰まり、自室の床が水浸しになり掃除を行っています。頻回にトイレに行かれる様子みられている為、腹部症状の観察を行っていきましょう。
・若松　澄子様～深夜帯でトイレ誘導行い、朝まで自室で休まれていました。日中は舌の突出が著明に見られています。食堂に移動した際に東病棟から新聞を破り持ち帰る事があり介入しています。引き続き他者への迷惑行為やトラブルに注意して観察しましょう。
・藤井　孝蔵様～発熱なく経過しています。左下肢褥瘡も悪化は見られていません。適宜体位変換、処置を行っていきましょう。

・高橋　義明様～表情が硬く独語も持続しています。深夜帯で声を張り上げるような独語が聞かれており、頓服の使用を勧めていますが、「(幻聴が)聞こえています。でも頓服使っても変わりありません。ごめんなさい。」と話され頓服使用を拒否されています。診察時上記内容主治医に情報提供していきましょう。
・中市　正治様～昼食後程して、突然えづき出し食物残渣様の嘔吐中等量見られています。不調訴え聞かれ、2時間後に悪寒症状出現し四肢冷感あり。体温37.2℃。その後39℃台に体温上昇あり、日当直医に報告しPL顆粒1日分処方と発熱時の頓服が処方となっています。

明日インフルエンザ検査指示が出ています。

　　　　　　　　16時20分体温39.6℃、悪寒消失、体熱感著明で発熱時アンヒバ坐薬施行しています。引き続き経過観察していきましょう。
＜SST評価検討＞
【アルコール】

・松村　康憲様～23日退院のため、本日評価を行っています。
【Aユニット】

・市川　真紀子様～開始直後にトイレに退室し戻って来られなかったため、個別対応しています。
・山本　久美子様～個別対応しています。

【Bユニット】
・特に変わりないです。

